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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

政
策
提
言

委
員
会
の
う
ご
き

追
跡

そ
の
他　

若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金
制

度
で
あ
る
全
額
国
庫
負
担
の
最
低
保
障
年

金
制
度
創
設
を
政
府
に
求
め
る
請
願

請
願
者

全
日
本
年
金
者
組
合
群
馬
県
本
部

執
行
委
員
長　

田
村
照
代

玉
村
支
部　

副
支
部
長　

関
根
政
雄

紹
介
議
員

石
川
眞
男
・
宇
津
木
治
宣

内
容

税
負
担
で
最
低
保
障
年
金
制
度
を
樹
立
す
る
こ
と
は
、

「
無
年
金
者
」、「
低
年
金
」
と
い
う
現
在
の
年
金
制
度
の
２
つ
の
問

題
点
を
解
決
す
る
ス
タ
ー
ト
に
な
る
は
ず
で
す
。
よ
っ
て
、
国
に

対
し
全
額
国
庫
負
担
の
最
低
保
障
年
金
制
度
創
設
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
玉
村
町
議
会
に
求
め
る
も
の
で
す
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

「
趣
旨
採
択
と
す
べ
き
も
の
」

（
賛
成
多
数
）

理
由

請
願
の
趣
旨
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
年
金
制
度
の
根

幹
的
な
考
え
方
も
あ
り
、
町
議
会
が
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
も

の
で
は
な
い
と
の
意
見
が
多
く
を
占
め
ま
し
た
。

本
会
議

趣
旨
採
択 （
賛
成
全
員
）

年
金
支
給
の
隔
月
支
給
を
毎
月
支
給
に
改

め
る
請
願

請
願
者

全
日
本
年
金
者
組
合
群
馬
県
本
部

執
行
委
員
長　

田
村
照
代

玉
村
支
部　

副
支
部
長　

関
根
政
雄

紹
介
議
員

石
川
眞
男
・
宇
津
木
治
宣

内
容

多
く
の
国
民
は
月
単
位
で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢

者
の
生
活
を
支
え
る
年
金
は
隔
月
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
生
活
も
月
単
位
で
行
わ
れ
て
お
り
、
先
進
国
で
は
毎
月
支
給
は

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
国
に
対
し
年
金
支
給
の
隔

月
支
給
を
毎
月
支
給
に
改
め
る
意
見
書
の
提
出
を
玉
村
町
議
会
に

求
め
る
も
の
で
す
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

「
趣
旨
採
択
と
す
べ
き
も
の
」

（
賛
成
多
数
）

理
由

請
願
の
趣
旨
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
隔
月
支
給
が
定

着
し
て
お
り
、
ま
た
隔
月
を
毎
月
支
給
に
す
る
こ
と
に
よ
る
財

政
負
担
の
懸
念
も
あ
る
と
の
意
見
が
多
く
を
占
め
ま
し
た
。

本
会
議

趣
旨
採
択 （
賛
成
全
員
）

請 願

議　案　名
結
果

小
林
一
幸

新
井
賢
次

原　

利

幸

月

田　

均

渡
邉
俊
彦

柳
沢
浩
一

備
前
島
久
仁
子

三
友
美
惠
子

浅
見
武
志

石
川
眞
男

宇
津
木
治
宣

石
内
國
雄

髙
橋　

茂
樹

玉村町児童館条例の一部改正
について

原
案
可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ໐ 議長

〈賛否が分かれた議案の内訳〉　賛成：○　反対：×（審議した議案等の一覧と審議結果はホームページに掲載しています）

（議長は賛否が同数の時に表決に加わります）


